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査所見にて異常なし．腹部 MRI にて左副腎領域に 3.5 cm 大の嚢胞
性腫瘍性腫瘍あり．内分泌非活性左副腎腫瘍と診断し悪性腫瘍を否定
できないため，2006年 9月14日に経腰的副腎摘除術施行，副腎と腫瘍








され 9月 3日内科入院．CT で多発性嚢胞腎および左水腎症を認めた
ため 9月 5日，当科転科．同日左腎瘻を造設し膿尿 900 ml 排出．左












































胱内に突出する内部不均一な 2 cm 大の腫瘤を認めた．MRI ではその
































膀胱癌肉腫の 1例 :武田匡史，石浦嘉之，越田 潔（金沢医療セ），


















子にて摘出した．摘出標本は約 5 cm の縫針であった．針を摘出した
後は解熱し血尿も消失した．状況および本人の話から，会陰部から刺
泌尿紀要 55 : 295-296，2009年 295
した縫針が皮下に埋没し尿道内に貫通したものと思われた．





































の平均手術時間は258分，平均出血量は 195 ml で， 2例に輸血を要し
た．60例中 5例（8.3％）で開腹手術に移行した．理由は止血困難 2
例，高度癒着 1例，動脈同定困難 1例，ガーゼ紛失 1例であった．合
併症としてポートサイト・ヘルニア 3例，後出血 1例，高度無気肺を

































［目的］女性における human papillomavirus (HPV) 感染は，子宮頸癌
との関係より多くの研究がなされてきたが，男性の尿における研究は
少ない．われわれは，男性尿道炎患者の尿を採取し，HPV の有無に
つき検討した．［対象と方法］尿からの polymerase chain reaction
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